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り込 まれ異物 として認識 される。そ して,ヘルパ ー
T細胞,さ らにB細胞 にシグナルが伝 わ りIgE抗
体が産生 される。産生 された抗体は肥満細胞や好
塩基球に結合 し,こ こにアレルゲ ンとなる花粉が
結合するとヒスタミンやロイコ トリエンなどの化
学伝達物質を放出し,く しゃみ,鼻 水,目 のかゆ
みといったアレルギー症状が現れる。
　 この一連の反応に関連す るリンパ球だが,お お
まかに分類す るとB細胞,T細胞,　Nk細胞(ナ チュ
ラルキラー細胞)に 分けられる。昨年,こ れに加
















授 と相談 した結果,自 然免疫系でヘルパー系のサ
イ トカインを産生す ること,誰 が聞いても納得で
きる名前ということでNH細胞(ナ チュラルヘル



















　近年,基 礎研究者 を志す歯科医師の数が減少 し,
本学のほとんどの学生が臨床医を目指す中で,歯
科医師にもこのような大発見をするチャンスがあ
るとい うことをこれからの学生や大学院生にも多
く伝 えていけた らと思う。
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